
６月市議会定例会から 耳よりニューーースっ ●

困難や不安を抱える女性に寄り添った支援へ

公明党が一貫してリード

今回の国の追加措置は、公明党が３月１５日、「追加の生活支援・雇用対策についての緊急

提言」を菅義偉首相に対し申し入れたことで実現しました。公明党県本部女性委員会（向山宗

子委員長）においても、長崎県に対し、『コロナ禍における女性の負担軽減に関する緊急要

望』を行うなど、女性に寄り添った支援を一貫して訴えてまいりました。
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活動ダイアリー

恒例の憲法記念日街頭演説（5/1）

市内にて党時局講演会を開催（6/19）

地
域

活
動

・・・詳しくはＦＢ、ＨＰへ 林ひろふみ 検索

サポート

外海大中尾の市道側溝の改修整備

地元の方によるとイノシシに土手を掘り返

され、側溝の機能が失われていましたが、改

修により、水はけも改善され安全を確保する

ことができました。

夏

初のハイブリッド党員会（4/23）

【林ひろふみプロフィール】

昭和４２年４月２６日 長崎市生まれ。（５４歳）

長崎市立西町小学校、緑が丘中学校、県立長崎北高校

卒業、創価大学法学部卒

平成２年長崎市役所入庁～水産農林部係長を経て、

平成２２年１２月市役所を退職（２０年９ヶ月在職）

現在、長崎市議３期。環境経済委員会委員

党長崎北支部長、党県広報局次長完成間近の新幹線駅舎を視察（6/24）

ご あ い さ つ

二項対立ではなく両立の智慧を

日頃より大変お世話になっております。

新型コロナウイルスの感染拡大から約１年半。ワクチ

ン接種を進め、地域医療を支えてくださっている医療

従事者の皆様、保健所などの公的機関や介護・福祉

の現場で業務を続けてくださっている皆様に心から

感謝申し上げます。

オリンピック開催の是非を巡り、「国民の安全」か、

それとも「五輪の成功」か、選択を迫る風潮を危惧し

ています。分断を煽るのでなく、今は、「国民を守り、

五輪も成功させる」ために、英知と能力を結集する時

です。人生をかけて挑む選手たちの奮闘。その先にコ

ロナ禍を乗り越える希望の光があると信じます。

今後とも、皆様のご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願

いいたします。

若竹市営住宅敷地内階段に手すり設置

斜面地に立地するため敷地内に階段部

分が多く、ほとんどが手すり未設置でし

た。整備により安心して通行できるよう

になりました。

６月市議会定例会から

追加補正予算（10,100千円）を可決

新型コロナウィルス感染症の影響により、特に非正規雇用が多くを占

める女性を取り巻く環境は、厳しい状況になっています。今回、国の緊

急支援策「地域女性活躍推進交付金」に「つながりサポート型」が追加

措置されたことから、市が国に公募申請していました。



ひとりのために
みんなのために

市政に関する相談はお気軽に
長崎市議会公明党 ☎ 095（829）1404

（長崎市桜町2-35） FAX 095（824）6656
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２０回目の市政一般質問に登壇！
人に優しいデジタル化の推進を訴え!!
６月２９日（火）、通算２０回目の市政一般質問に登壇しました。

これまでの質疑内容は市議会ホームページでも視聴できますので、

ぜひご覧ください。

行政のデジタル化 今後の方向性

政府が進めるマイナンバー

カードを活用した電子申請「マ

イナポータル・ぴったりサービ

ス」。子育てや介護に関する３

１手続きが対象ですが、本市で

の利用は低調です。罹災証明書

の発行申請など、市民生活に直

結するサービスについては、早

急に立ち上げるとともに、市

ホームページに分かり易く表示

するなど、取り組みの強化を提

言しました。

Ａ：本年は「デジタルスタート」の年となる。誰もがデジ

タル化の恩恵を受けられるよう、国の事業を活用し、ス

マートフォンなどデジタル機器の活用に不安のある高齢者

等が、公民館などの身近な場所で受講できる講座の実施を

検討している。

今般、全国各地で本格化するコロナワクチンの接種では、スマート

フォンを持っている高齢者が予約サイトの利用方法が分からず、電話予

約も繋がらず、途方に暮れるという事態が頻発しました。まずは、さま

ざまなサービス提供の窓口となっているスマートフォンの扱いに慣れる

機会を増やすことが大切になります。市内では、高齢者のワクチン接種

のインターネット予約を手助けする「お助け隊」の発足など、地域での

取り組みも始まっています。

電子市役所の構築を！

Ｑ：デジタル化を進めるにあたっては、「誰一人取り残さ

ないデジタル化」であることを目指し、デジタル機器に不

慣れな高齢者でも、その恩恵を受けられるようにするべき

ではないか？

地域における包括支援体制の推進

Ｑ：８０５０問題など、社会的孤立を背景とした、既存の制度の狭間

で困窮する人々が増えている。新たな重層的支援体制整備事業により

断らない相談支援と参加支援、地域づくり支援を一体的に進めるべき。

Ａ：現在は、複合的な課題を抱える世帯に対して「多機関型地域包括

支援センター」２か所で対応している。今後はさらに関係機関との連

携を深め、支援を充実させていく。重層的支援体制整備事業について

は、移行に向けた事業展開の検討を進める。

８０５０問題や、老老・認認介護、孤独死など、社会的孤立を背景とした、既存の制度の狭間で困窮す

る人々が増えています。一人ひとりが抱えている多様かつ複合的な困難に相談支援で丁寧に寄り添い、就

労や居住を含む多様なサービスや給付につなぎ、本人のみならず家族も含めて社会につなげていくために

は、地域における包括的な支援体制の構築が何よりも重要となります。市に対しては、「誰も取り残さな

い」きめ細やかな支援体制の構築を求めてまいります。
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長崎バスに市北部地区と中心部を最短距離でつな

ぐ新路線が誕生！

横尾地区の皆様から切望する声を受け、川崎県議

とともに要望を行っていましたが、遂に実現の運び

となりました。

これまで滑石・横尾地区からの通勤通学は市中心

部向けには国道の朝夕の渋滞により長時間を要して

いますが、新路線により、快適・時短の新たな選択

肢ができることになります。

時津発、寺川内発の同路線も同時にスタートです。

ぜひご利用くださいませ。

◆市内経済を守るために◆

令和３年１月２０日から２月

７日にかけて要請された不要不

急の外出自粛等により、事業活

動に大きな影響を受けている市

内事業者（個人事業主を含む）

に対し、一時金を支給するもの

です。

営業時間短縮要請に応じた飲

食店には協力金が措置されてい

ますが、飲食店以外の事業者に

も様々な影響が見られます。 長崎市ＨＰより

新型コロナウィルス感染症との戦いは未だ終息が見えない状況です。これからは第５波に備えた事

前の取り組みも重要となりますが、「長崎の経済の灯は絶やさない」との強い思いで中小企業対策に

取り組んでまいります。


